
加入回線
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系統図

入室履歴やアラーム履歴をＰＣでリアルタイムに確認

異常発生時にはアラーム音でお知らせします

履歴データについて

履歴確認ソフトウェアＫＦＣ

センターと併用

コントロールコミュニケータには、最大10,000件のイベント履歴を保管する「イベントバッファー」が備わっています。コントロールコミュニケー
タとＰＣ間の通信が開始されるとイベントバッファー内のデータをＰＣに送信して表示します。

コントロールコミュニケータとＰＣ間の通信が停止した場合、コントロールコミュニケータはＰＣへのデータ送信を停止し、イベントバッファーへ
データの保管を開始します。通信が再開されると保管されたデータを送信しますので、データの漏れがありません。

ＰＣに送信された履歴データはＰＣのハードディスクに保存されます。ハードディスクの空き容量が少なくなった場合、データの保存が必要な
場合は画面上に警告が表示されますのでＣＳＶデータとして外部に保存してください。必要でない場合は古いデータから上書きを行います。

コントロールコミュニケータに蓄積されたデータを読み込みます。

ＰＣが停止しても、データは保管されています。

ＰＣに保管されたデータはＣＳＶデータとして保存

警戒開始/解除操作やオペレーションターミナルによる入室管理、
センサ発報などの履歴をリアルタイムに画面に表示します。

汎用ＰＣでイベント履歴をリアルタイムに確認

異常発生時には履歴表示画面に赤色で内容が表示され、アラ
ーム音が鳴ります。確認操作を行わないとアラーム音は止まり
ません。

アラーム表示と確認操作

本ソフトウェアに付属されているＵＳＢ認証キーが差込まれた
ＰＣのみソフトウェアを使用することが可能。ＵＳＢ認証キー
は弊社独自の認証コードにより複製することができません。

予めカード所有者の個人名を登録することで、画面上のイベ
ント履歴に個人名称を表示させることができます。

付属の「機能制限ツール」を使用すると、本ソフトウェアの設
定内容の変更や閲覧に制限を加えることができます。

設定の変更を防止

個人名称表示

専用のＵＳＢ認証キーで不正閲覧を防止

表示するイベント履歴の種類を予め設定することができま
す。内部イベントなど監視に必要のない情報を表示させな
いことで通常の監視に集中できます。

表示するイベント履歴の選択

オンライン運用でも

使用可能

名称表示

個人名/ブロック名

センサ名を表示

ＵＳＢ認証キー

ＵＳＢ認証キーで

不正閲覧を防止

リアルタイム

今、発生したことを

すぐに表示

PCは別途ご用意ください。

ＵＳＢ認証キー

コントロールコミュニケータ
ＫＦＣ-Ｐ１N1

（最大４台まで接続可能）

（１台のみ接続可能）

（１台のみ接続可能）

※１台のＰＣへKFC-P1N1とKFC-P2N1の混在接続不可。

コントロールコミュニケータ
ＫＦＣ-Ｐ2N1

ハブ

ハブ

ＰＣ

ルータ モデム

KFC-P1N1（全回線共通） KFC-P2N1（加入回線通報）

KFC-P2N1（ＩＰ回線通報）

KFC-P1

KFC-P1

１

４

仕様・注意事項

OS 

ランタイム

CPU

メモリ

ハードディスク空き容量

ディスプレイ（解像度） 

その他

10MB 以上

XGA（1024 × 768）以上

CD-ROM/USB ポート/LAN ポート（10/100/1000Base-T ）

Windows 7

Windows 8

Windows 8.1

Windows 10

32bit の場合　1GB以上

64bit の場合　2GB以上

Windows 7 / Windows 8 / Windows 8.1 / Windows 10

Microsoft.NET Framework2.0 以上

Intel Pentium（R）4 以上、または同等以上

・通信停止
・トンネル2 接続
・TCP 送信エラー
・VPN 履歴要求
・DHCP 更新エラー

・トンネル1 接続
・トンネル2 切断
・TCP 受信エラー
・リンクダウンWAN
・設定ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ要求

・通信開始IP
・トンネル1 切断
・ソケット停止
・シリアル№不一致
・DHCP 取得DHCP

ＩＰ通信に関わるイベント情報は表示されません。■ 

■ 

■ 

接続対応機種 / 接続台数

履歴表示画面

履歴検索画面

履歴保存ファイル容量

最大イベント表示数　各タブにつき3000 イベント

検索結果表示件数　99999 イベント

約12000 信号/1MB

コントロールコミュニケータ　KFC-P1，-P1e，-P1N1，-P817 / 最大4台 

コントロールコミュニケータ　KFC-P2，-P2N1/ 最大1台

パソコンの使用環境

諸元

１台のＰＣにKFC-P1とKFC-P2を混在して接続することはできま
せん。

■ カード所有者の個人名称は、コントロールコミュニケータごとに別
途入力が必要です。

■ オフラインでご使用の場合、コントロールコミュニケータの設定に
はＫＦＣ設定ソフトウェア２が必要です。

■ 商品を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説
明書」をよくお読みください。

本ソフトウェアで常時監視を行う場合、ＫＦＣ設定ソフトウェア２
以外の他のソフトウェア（Excel，Wordなど）を同時に稼動させる
ことはできません。
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次の他社商標・登録商標をはじめ本カタログに記載されている会社名、システム名、製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。なお、本カタログでは、™、®、© マークは明記しておりません。
・Windows は、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。　・Pentium は、米国Intel Corporation の登録商標です。



ＵＳＢ認証キーが挿入されたＰＣのみソフトウェアが起動します。ＵＳＢ認証キーが挿入されたＰＣのみソフトウェアが起動します。
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Ｗクリックでアラーム音
が停止します。

アラーム発生時はジャーナルが赤色
で表示され、アラーム音が鳴ります。

イベント履歴情報をリアルタイムに表示します。
各タブに最大3,000履歴を表示します。

コントロールコミュニケータとの接続状態を、アイ
コンの色と文字で表示します。

イベント履歴確認システムの設定を行います。

イベント履歴画面に表示されたデータを、検索条
件を絞り込んで表示します。

イベント履歴情報の保存先の使用領域と空き領
域が、リアルタイムに表示します。

全ての信号とコントロールコミュニケータ別の信
号をタブごとに表示します。

コントロールコミュニケータの名称です。システム
設定画面で名称が変更できます。

イベント履歴画面に表示されているデータを、Ｃ
ＳＶファイルに出力します。

イベント履歴が発生した年月日と時刻です。

コントロールコミュニケータに設定されているアド
レスとブロック番号を表示します。

信号情報1 に対して「システム設定」の「信号設
定」で受信選択した信号を表示します。

コントロールコミュニケータに設定されているブロ
ック名称を表示します。

未使用

チャンネル名称、カード番号またはカードの所有
者名称を表示します。

⑤ ＣＳＶ出力

⑥ 保存先ドライブ

① 履歴表示画面

② 接続状態モニタ

③ システム設定

④ 履歴検索

⑧ 接続先名称

⑭ 備考

⑨ 年月日/時刻

⑩ アドレス/ＢＬＫ

⑪ 信号情報１

⑫ 信号情報２

⑬ ブロック名称

⑦ タブ

８ 10 11 12 13 14９

発生したイベント履歴を、リアルタイムに表示します。

タブの名称を建物名称などに変更可能。タブごとに最大３,０００件を表示します。

アラーム発生時には赤色ジャーナルとアラーム音でお知らせします。

発生したイベント履歴を、発生期間や文字列、
ブロック、カード番号などの各種指定条件で検
索します。

検索結果はＣＳＶデータとして外部出力するこ
とが可能です。

システム設定では、履歴確認画面に表示する
イベント信号の種類の選択が行えます。

監視には必要なイベント信号のみを表示させる
ことで、監視業務に集中することができます。

非表示としたイベント信号もＰＣ内には保存さ
れていますので、後から検索・閲覧することも
可能です。

コントロールコミュニケータで発生したイベント
信号は、リアルタイムでＰＣに表示されると同
時にF-10 2G センターにも送信されます。

システム設定で非表示とした信号も含め全て
F-10 2G センター送信しますので、監視にモレ
がありません。

カードの登録・抹消など、コントロールコミュニ
ケータの設定データ変更はF-10 2G センター
からオンラインで行いますので、個人情報保護
も万全です。

KFC-Loggerは、ＰＣにＵＳＢ認証キーを挿入し
て使用します。

ＵＳＢ認証キーには独自の認証コードが書き込
まれており、複製することは非常に困難です。

ＵＳＢ認証キーを使用することでイベント履歴
閲覧の権限が明確になり、セキュリティ性が高
まります。

個人名称やブロック名称、チャンネル名称を表示しますので、異常内容が直感的に分かります。

■ イベント履歴確認

■ システム設定

■ 履歴検索

■ 信号設定

シンプルで分かりやすいイベント履歴確認画面シンプルで分かりやすいイベント履歴確認画面 様々な条件からイベント履歴を検索します。様々な条件からイベント履歴を検索します。

表示するイベント信号を選べます。表示するイベント信号を選べます。

イベント履歴は、ＰＣとセンターの両方で確認できます。イベント履歴は、ＰＣとセンターの両方で確認できます。

KFC-P1

イベント履歴

設定データ

Ｆ-１０ ２Ｇ センターコントロール
コミュニケータ

ＵＳＢ認証キー ＰＣ

ＰＣ

イベント履歴




